
生き物観察ニュースレター

自然共生サイト エコニクスの森林【もり】

2026年 8月 11日開催
自然共生サイトに認定されている「エコニクスの森林【もり】」で生き物観察会を開催しました。
森が提供している生態系サービスや生き物たちの観察、説明を通じて、自然共生サイトが生物多様性の
保全に果たす役割を考えていただく機会になりました。

「エコニクスの森林【もり】」はどんな森

札幌市南区定山渓にあり、標高約600～730mの山
地帯～亜高山帯に多様な動植物が生息・生育していま
す。サイト内にはミズナラ、トドマツなどからなる針広混
交林があり、「不伐の森林」として保全されCO2吸収等
に貢献しているほか、小さな沢があることで湿生植物や
水生生物の生息場所にもなっており、エゾアカガエルな
どの両生類もよく見られます。

「エコニクスの森林【もり】」では、専門調査員が最新機材を
用いて動植物モニタリング調査を実施し、手法の開発や研
鑽が行われています。
〇ドローン（UAV）
上空から広大な森の季節変化や樹木の健全度を観察

〇自動撮影カメラ
夜間や冬場におけるヒグマ・シカなどの行動を記録

〇音声レコーダー
コウモリや昆虫・カエルの声を周波数解析 自動撮影カメラ

観察会の様子

参加者は14名でした。最初に札幌市から⾃然共⽣サイトの取り組みなどに

ついて説明した後、エコニクスから「エコニクスの森林【もり】」の概要や役割、
森で⾒られる動植物などの説明がありました。

観察会では、フィールドビンゴを楽しみながら自然共生サイト内を歩き、専
門家の解説を交えながら生き物などを観察しました。

専門家による解説 観察会の様子 フィールドビンゴ



観察した生き物など

参加者の感想・意見

今回のスタッフ 今回の行事は以下のスタッフによって企画・運営しました。
主 催 札幌市環境局環境共生担当課 坂田・小島・大澤・北村
運営・案内 株式会社エコニクス 米田・神・森山・中筬

エゾシカの爪研ぎ痕

ニホンアマガエル幼生 エゾマイマイ アキアカネ

サッポロフキバッタ ハネナガフキバッタ アカウシアブ

エゾアジサイ アカミノルイヨウショウマ エゾニュウ

ミミコウモリ ウド

皆様から、普段入る機会のない場所での観察会での生き物の観察や詳しい説明などが楽しかったという感想をいた
だきました。
また、今後取り組んでいきたいことを伺ったところ、「生き物や自然環境について勉強したい」、「身近な生き物や自然

環境を調べてみたい」といった回答をいただきました。
開催時期についてのご意見もいただきましたので、今後の開催の際の参考としたいと考えています。
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